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表紙

第50回定時株主総会招集ご通知の提供書面のうち、事業報告の「業務の適正
を確保するための体制及び当該体制の運用状況」、連結計算書類の「連結株
主資本等変動計算書」及び「連結注記表」、計算書類の「株主資本等変動計
算書」及び「個別注記表」につきましては、法令及び当社定款の規定に基づ
きインターネット上の当社ウェブサイトに掲載することにより株主の皆様に
提供しております。

証券コード　7559
2022年６月６日

株 主 各 位

第50回定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示情報

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

計 算 書 類 の 個 別 注 記 表

（2021年４月１日から2022年３月31日）
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会社の体制及び運用状況

　業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
⑴　業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要
　当社は、取締役会において、「業務の適正を確保するための体制」(内部統制システム)につい
て次のとおり決議しております。

①　当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する
ための体制
🄐　当社は「食文化のゆとりと夢の創造」を基本理念とし、株主、取引先、従業員と共に繁
栄・発展する企業として社会に貢献することを経営理念としている。その理念の具体化とし
ての当社グループのすべての役員及び従業員が遵守すべきジーエフシーグループ行動規範を
定める。
🄑　取締役会は、グループ行動規範を基に、当社グループにおけるコンプライアンス体制の整
備に努め、コンプライアンス関連諸規程の制定、並びにこれら規程遵守の教育及び周知徹底
を図る。
🄒　コンプライアンス推進に関する重要方針の決定及び法令違反事件に関する調査、是正措
置・再発防止策の実施並びに教育、研修の任にあたるものとしてコンプライアンス委員会を
設ける。委員長は代表取締役社長とし、委員は取締役（監査等委員である取締役を除く）・
執行役員・従業員のうちから、取締役（監査等委員である取締役を除く）の協議に基づき代
表取締役社長西村公一が指名して委嘱する。
🄓　当社グループのすべての取締役（監査等委員である取締役を除く）及び従業員による法令
違反若しくは業務遂行上疑義のある行為等の早期発見・是正を目的に内部通報窓口「ヘルプ
ライン」を設置する。
🄔　当社グループは、社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力及び団体と
は取引を含めた一切の関わりを持たず、反社会的勢力からの不当要求に対して、毅然とした
態度で臨む。万が一不当な要求や妨害行為等が発生した場合には、顧問弁護士、所轄警察
署、外部専門機関と密接に連携し、法律に即した対応を行う。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役（監査等委員である取締役を除く）の職務の執行に係る文書、その他関連情報につい
ては、社内規程に従い適切に保管すると共に、必要に応じ閲覧可能な状態を維持する。

③　当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
🄐　当社は、当社グループのリスク管理についての規程を策定し、グループ業務の推進に伴う
重要な個々のリスクに対しては責任部署を定め、その分掌範囲について責任を持って対応
策・予防策を講じる体制をとり、必要な場合には全社に示達する。
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会社の体制及び運用状況

🄑　リスク管理委員会は、リスクの確認とその対策等の整備状況について定期的に確認する。
🄒　リスクが顕在化し、重大な損害の発生が予測される場合は、代表取締役社長西村公一を対
策本部長とする危機管理対策本部を立ち上げる。又、代表取締役社長西村公一は取締役に事
象の発生、報告及びその過程を報告する。

④　当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
🄐　当社は中期計画を定め、基本戦略を明確にし、年度予算により売上げや利益を設定し、目
標達成に向けた経営を実践する。
🄑　取締役（監査等委員である取締役を除く）の職務の執行の効率性確保のため、取締役会規
程、職務分掌規程、その他社内規程を遵守し指揮命令関係等を通じた効率的な職務執行を推
進する。
🄒　取締役（監査等委員である取締役を除く）の職務執行状況の監督並びに重要事項の決定等
は、毎月定例取締役会を開催し、これを行う他に、毎朝の当社の役員ミーティングの報告の
中で問題点の把握検討を行い、効率的に実施する。

⑤　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制、子会社の取締
役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
🄐　当社は子会社の業務執行の適正の確保及び連携確保の目的から子会社の営業成績、財務状
況その他の重要な情報について、定期的に当社での報告を義務づける。この報告会には当社
の業務執行取締役及び常勤監査等委員が出席する。又、定期の報告会以外にも、重要な事象
が発生した場合には、随時報告を義務づける。
🄑　子会社の経営管理は経営企画部が担当し、子会社から経営状況の報告を受けるとともに、
十分な情報交換、意見調整を行い、グループ全体としての経営の効率を確保する。
🄒　当社グループのすべての取締役（監査等委員である取締役を除く）及び従業員が利用でき
るヘルプラインを整備し、コンプライアンスに関する基本ルールをグループ共通のものと
し、コンプライアンス経営の徹底を図る。

⑥　監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性に
関する事項
🄐　監査等委員の職務を補助する従業員（以下、補助従業員という）は特に設けない。但し、
監査等委員が補助従業員を必要とするときは、代表取締役社長西村公一の承認を得て内部監
査部門の従業員の全部又は一部をこれに充てる。
🄑　補助従業員は監査等委員会の職務については監査等委員の指揮命令に従い、取締役（監査
等委員である取締役を除く）からの独立性を確保するものとする。

－ 2 －



2022/05/27 9:53:51 / 21828046_ジーエフシー株式会社_招集通知：Web開示

会社の体制及び運用状況

⑦　当社及び子会社の取締役及び使用人が当社監査等委員会に報告するための体制、その他当社
監査等委員会への報告に関する体制、その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確
保するための体制
🄐　監査等委員は取締役会のほか、重要な意思決定の過程その他取締役（監査等委員である取
締役を除く）の職務の執行状況を把握するため、経営会議その他の重要な会議に出席し、又
主要な稟議書その他業務執行に関する資料を閲覧し、意見を述べることができる。
🄑　当社グループのすべての取締役（監査等委員である取締役を除く）及び従業員は、会社に
著しい損害を及ぼす恐れのある事実を発見したとき、その他法令定款違反等の事実を発見し
たときは速やかに監査等委員会に報告する。
🄒　監査等委員は、コンプライアンス委員会に出席し、運用状況等につき報告を受ける。
🄓　当社グループは、当社監査等委員会に報告を行った当社グループのすべての取締役（監査
等委員である取締役を除く）及び従業員に対し、当該報告を行ったことを理由として不利益
な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループのすべての取締役（監査等委員である
取締役を除く）及び従業員に周知徹底する。
🄔　当社グループの内部通報制度の担当部署である総務人事部は、当社グループのすべての取
締役（監査等委員である取締役を除く）及び従業員からの内部通報の状況について、定期的
に監査等委員会に対して、報告をする。
🄕　監査等委員は、内部監査部門、会計監査人、子会社の監査役とも意見交換をし、監査の実
効性を確保する。

⑧　監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行
について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
🄐　監査等委員がその職務の執行について、会社法第399条の２第４項に基づく費用の前払等
の請求をしたときは、担当部署において審議の上、当該請求に係る費用又は債務が当該監査
等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処
理する。
🄑　監査等委員が、弁護士、公認会計士等外部専門家の任用をすることを求めてきた場合、監
査等委員会の職務の執行上必要と認めるときは、その費用を負担する。
🄒　監査等委員の職務の執行について生ずる費用等を支弁するため、毎年、一定額の予算を設
ける。

⑨　財務報告の適正性を確保するための体制
　当社グループは、財務報告の適正性を確保するため、金融商品取引法に基づく内部統制報告
書の有効且つ適切な提出に向け、内部統制システム構築を行う。又、このシステムが適正に
機能することを継続的に評価し、必要な是正を行う。
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会社の体制及び運用状況

⑵　当社のコーポレート・ガバナンスの充実に向けた最近１年間（当事業年度の末日から遡って１
ヵ年）における実施状況は次のとおりであります。
①　取締役会を15回開催し、法令・定款等に定められた事項や経営方針にかかわる重要事項を
決定するとともに、取締役間の意思疎通を図り業務の適正性の観点から相互に業務執行を監督
いたしました。
②　監査役会を３回、監査等委員会を10回開催し、監査方針や監査計画を協議決定し、重要な
社内会議への出席、又、重要な書類を閲覧することにより、取締役の職務執行、法令・定款等
の遵守について監査いたしました。
③　代表取締役社長直轄の内部監査室が、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性を鑑み、策定
した実施計画に基づき内部統制監査評価を実施、又、リスク管理全般については、監査等委員
と各部門のリスク管理状況について監査を行い、被監査部門にその結果をフィードバックする
とともに、その詳細を代表取締役社長に監査報告いたしました。
④　代表取締役社長が委員長を務め、取締役（監査等委員である取締役を除く）、執行役員等主
要なメンバーにより構成されたリスク管理委員会を４回開催し、自動車事故の状況確認と事故
防止対策、商品の安全と品質向上の対策、情報漏洩についての防止対策などについて確認し、
当社の管理体制の強化に努めるとともに、各部署より洗い出した早急に対応すべきリスクにつ
いて確認し、危機管理体制強化に努めました。
⑤　代表取締役社長が委員長を務め、取締役、執行役員等主要なメンバーにより構成されたコン
プライアンス委員会を４回開催し、下請代金支払遅延等防止法に対する当社の順守状況の確認
及び従業員への研修状況を確認し、当社の管理体制の強化に努めました。又、今後、法改正が
予定されている各種内容についての確認及び検討を行い、対応方法等を確認いたしました。
⑥　従業員等が法令・定款及び社内規程の違反を通報できる内部通報窓口を整備し、通報者を保
護するヘルプライン規程に基づき、違反等の早期発見と是正等のリスク回避、コンプライアン
ス体制の強化に向けた取り組みを継続して行っております。
⑦　社員に対するコンプライアンス教育として、引き続き、他社のコンプライアンスの違反事例
等を参照し、従業員に対して社内イントラネットを利用して周知啓蒙活動を実施しておりま
す。
⑧　当社では、子会社の業務の適正を確保するため、「関係会社管理規程」を策定しておりま
す。国内子会社につきましては、株式会社インタークレスト取締役会を４回及びサンコー株式
会社業務報告会を４回開催いたしました。又、海外子会社につきましては、当社に対して毎月
月次決算の報告がなされております。
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連結株主資本等変動計算書

（2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで）

（単位：千円）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 2,344,021 2,295,156 11,961,946 △351,467 16,249,656
当期変動額

減資 △2,244,021 2,244,021 －
剰余金の配当 △127,162 △127,162
親会社株主に帰属
する当期純損失 △42,080 △42,080

株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 △2,244,021 2,244,021 △169,242 － △169,242
当期末残高 100,000 4,539,178 11,792,703 △351,467 16,080,413

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証

券評価差額金
為替換算調整
勘定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 4,033 △2,239 1,793 16,251,450
当期変動額

減資 －
剰余金の配当 △127,162
親会社株主に帰属
する当期純損失 △42,080

株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
（純額）

△8,655 1,690 △6,965 △6,965

当期変動額合計 △8,655 1,690 △6,965 △176,207
当期末残高 △4,622 △548 △5,171 16,075,242

連結株主資本等変動計算書

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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連結注記表

市場価格のない株式等
以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の数及び連結子会社の名称

連結子会社の数 ３社
連結子会社の名称 サンコー株式会社

Global Food Creators Singapore Pte.Ltd.
株式会社インタークレスト

②　非連結子会社の名称等
　該当事項はありません。

⑵　持分法の適用に関する事項
持分法を適用しない関連会社の名称
　BLOCK47-Eats 有限責任事業組合
持分法を適用しない理由
　持分法非適用会社は、当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として重
要性が乏しいため、持分法の適用範囲から除外しております。

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。

⑷　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法
🄐 有価証券

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）
　　その他有価証券

🄑 棚卸資産
商品、製品、原材料 主として月次総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法により算定）
貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）
②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
🄐 有形固定資産 定率法を採用しております。

（リース資産を除く） ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除
く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物
については、定額法を採用しております。
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連結注記表

🄐 退職給付に係る会計処理の
方法

当社及び一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費
用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務
とする方法を用いた簡便法を適用しております。

🄑 重要な外貨建の資産又は負
債の本邦通貨への換算の基
準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換
算し、換算差額は損益として処理しております。なお、在外子会社
の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算
し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は
純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります｡
　建物及び構築物　　　　　　　15～24年
　機械装置及び運搬具　　　　　 4～10年

🄑 無形固定資産 定額法を採用しております。
（リース資産を除く） なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期

間（５年）に基づく定額法を採用しております。
🄒 長期前払費用 定額法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準
🄐 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収の可能性
を検討して回収不能見込額を計上しております。

🄑 賞与引当金 従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額を計上しておりま
す。

🄒 役員賞与引当金 役員賞与に充てるため、当連結会計年度末における支給見込額に基づ
き計上しております。

🄓 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額を
計上しております。

④　収益及び費用の計上基準
当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当

該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
当社グループは、主に業務用加工食材の企画・製造・販売を行っております。このような商品及び製

品の販売については、顧客に商品及び製品それぞれを引き渡した時点で収益を認識しております。
なお、財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する取引について、従来は総額で

収益を認識しておりましたが、代理人として純額で収益を認識する方法に変更しております。また、有
償支給に該当する取引について、従来は有償支給した原材料等について消滅を認識しておりましたが、
買い戻す義務を負っている場合、当該原材料等の消滅を認識しておりません。

⑤　その他連結計算書類作成のための重要な事項
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2．会計方針の変更に関する注記
（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基
準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転し
た時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしまし
た。これにより、財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する取引について、従来
は総額で収益を認識しておりましたが、代理人として純額で収益を認識する方法に変更しております。
また、有償支給に該当する取引について、従来は有償支給した原材料等について消滅を認識しておりま
したが、買い戻す義務を負っている場合、当該原材料等の消滅を認識しない方法に変更しております。
　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱い
に従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、
当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
　また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛
金」は、当連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示しております。
　この結果、当連結会計年度の売上高は1,056,440千円減少、売上原価は1,056,440千円減少、営業利
益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金期首残高に与
える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）
　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基
準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関す
る会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時
価算定会計基準等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用しております。
　これによる、連結計算書類に与える影響はありません。
　また、「金融商品に関する注記」において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の
注記を行っております。

3．会計上の見積りに関する注記
繰延税金資産の回収可能性
⑴　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産（純額）　293,478千円
⑵　連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
①　算出方法

当社グループは将来減算一時差異及び税務上の繰越欠損金に対して、将来の事業計画を基礎として将
来の収益力に基づく課税所得の見積りを実施し、繰延税金資産の回収可能性を判断しております。

②　主要な仮定
課税所得の見積りの基礎となる事業計画における主要な仮定は、業種別の将来予測資料に基づき算出
した、新型コロナウイルス感染症以前の水準からの業績の回復率であります。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響に関しまして、その影響は徐々に改善するものの、当
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建物及び構築物 0千円
土地 10,028千円
　　　計 10,028千円
なお、これに対応する担保付債務はありません。

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 5,721,307千円

株式の種類 当 連 結 会 計 年 度
期首株式数(株)

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数 ( 株 )

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数 ( 株 )

当連結会計年度末
株 式 数 ( 株 )

普 通 株 式 5,769,040 － － 5,769,040

株式の種類 当 連 結 会 計 年 度
期首株式数(株)

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数 ( 株 )

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数 ( 株 )

当連結会計年度末
株 式 数 ( 株 )

普 通 株 式 240,234 － － 240,234

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１ 株 当 た り
配 当額 （ 円） 基準日 効力発生日

2021年６月24日
定時株主総会 普通株式 127,162 23 2021年３月31日 2021年６月25日

決議予定 株式の
種類

配当の
原資

配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2022年６月23日
定時株主総会

普通
株式

利益
剰余金 138,220 25 2022年３月31日 2022年６月24日

該状況による影響は当連結会計年度以後においても一定期間続くものと仮定しております。
③　翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

主要な仮定である業績の回復率及び新型コロナウイルス感染症の拡大の影響の変動により、繰延税金
資産の計上額に影響を及ぼす可能性があります。

4．連結貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産

5．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類及び総数に関する事項

⑵　自己株式の種類及び株式数に関する事項

⑶　剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額等

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
2022年６月23日開催予定の第50回定時株主総会において次のとおり付議いたします。
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連結貸借対照表
計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

　有価証券及び投資有価証券(*2） 1,665,810 1,633,185 △32,625
資産計 1,665,810 1,633,185 △32,625

6．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項
①　金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産に限定し、又、資金調達については銀行
借入による方針です。

②　金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。
　有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的の債券及び取引先企業等の株式であり、市場価格の

変動リスクに晒されています。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、１年以内の支払期日です。

③　金融商品に係るリスク管理体制
🄐　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、営業債権について、与信管理限度額を毎月取引先毎に設定し、期日管理や残高管
理、与信変更管理を行うと共に、財務状況等の悪化等による回収懸念先には信用状況を信用調査会
社で確認し、取引先の信用状況を把握する体制としています。

　満期保有目的の債券は、格付けの高い債券のみを対象としているため、信用リスクは僅少でありま
す。

🄑　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業等）の財務状況等を把

握し、又、満期保有目的の債券以外のものについては、取引先企業との関係を勘案して保有状況を
継続的に見直しております。

🄒　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　営業債務は、流動性リスクに晒されていますが、当社グループでは、月毎に資金繰計画表を作成

し、実績との差異内容を確認し流動性リスクを管理しています。
④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用すること
により、当該価額が変動することがあります。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。
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区分 当連結会計年度（千円）

非上場株式 13,077

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

その他有価証券

株式 115,810 － － 115,810

資産計 115,810 － － 115,810

(*1）「現金及び預金」、「受取手形」、「売掛金」及び「支払手形及び買掛金」については、現金及び短
期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。ま
た、有価証券に含まれる合同運用指定金銭信託900,000千円については短期間で決済されるため時価
が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

(*2）市場価格のない株式等は、「(2)有価証券及び投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品
の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

⑶　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。
　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ

ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
①　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

当連結会計年度（2022年３月31日）
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券

その他 － 1,517,375 － 1,517,375

資産計 － 1,517,375 － 1,517,375

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

　　至　2022年３月31日）
日本 15,765,601千円
海外 938,860千円
顧客との契約から生じる収益 16,704,461千円
その他の収益 －千円
外部顧客への売上高 16,704,461千円

②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2022年３月31日）

（注）　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
有価証券及び投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しており、活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の
時価に分類しております。一方で、当社が保有している債券は、取引所の価格又は取引金融機関から提示
された価格によっているため、その時価をレベル２の時価に分類しております。

7．収益認識に関する注記
⑴　 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、主に業務用加工食材の企画・製造・販売を営む単一セグメントであり、主要な顧客と
の契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等「⑷ 会計方針に関する事項　
④　収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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当連結会計年度
（自　2021年４月１日

　　至　2022年３月31日）
契約資産（期首残高） －千円
契約資産（期末残高） －千円
契約負債（期首残高） 14,329千円
契約負債（期末残高） －千円

⑴　１株当たり純資産額 2,907円54銭
⑵　１株当たり当期純損失（△） △7円61銭

⑶　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①　契約資産及び契約負債の残高等

②　残存履行義務に配分した取引価格
当社グループにおいては、予想契約期間が1年を超える重要な取引はありません。

8．１株当たり情報に関する注記

9．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。

10．その他の注記
　該当事項はありません。
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（2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで）

（単位：千円）
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資
本剰余金

資本剰余
金合計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立金 繰越利益

剰余金
当期首残高 2,344,021 2,295,156 － 2,295,156 124,250 7,350,000 3,801,723 11,275,973

当期変動額
減資 △2,244,021 2,244,021 2,244,021

剰余金の配当 △127,162 △127,162

当期純損失 △49,324 △49,324

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 △2,244,021 － 2,244,021 2,244,021 － － △176,487 △176,487

当期末残高 100,000 2,295,156 2,244,021 4,539,178 124,250 7,350,000 3,625,236 11,099,486

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △351,467 15,563,684 4,033 4,033 15,567,717

当期変動額
減資 － －

剰余金の配当 △127,162 △127,162

当期純損失 △49,324 △49,324

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △8,655 △8,655 △8,655

当期変動額合計 － △176,487 △8,655 △8,655 △185,143

当期末残高 △351,467 15,387,197 △4,622 △4,622 15,382,574

株主資本等変動計算書

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）

－ 14 －
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市場価格のない株式等以
外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券 償却原価法(定額法）
子会社株式 移動平均法による原価法

　その他有価証券

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品 月次総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）
貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）
⑵　固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産 定率法を採用しております。
（リース資産を除く） ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物
については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
　建物　　　　　　　15～24年
　機械及び装置　　　    10年

②　無形固定資産 定額法を採用しております。
（リース資産を除く） なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期

間（５年）に基づく定額法を採用しております。
③　長期前払費用 定額法を採用しております。

⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収の可能性
を検討して回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金 従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額を計上しておりま
す。

③　役員賞与引当金 役員賞与に充てるため、当事業年度末における支給見込額に基づき計
上しております。

－ 15 －
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④　退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己
都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用してお
ります。

⑤　役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額を
計上しております。

⑷　収益及び費用の計上基準
　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務
を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
　当社は、主に業務用加工食材の企画・販売を行っております。このような商品の販売については、顧客
に商品を引き渡した時点で収益を認識しております。
　なお、財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する取引について、従来は総額で収
益を認識しておりましたが、代理人として純額で収益を認識する方法に変更しております。また、有償支
給に該当する取引について、従来は有償支給した原材料等について消滅を認識しておりましたが、買い戻
す義務を負っている場合、当該原材料等の消滅を認識しておりません。

2．会計方針の変更に関する注記
（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基
準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時
点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。
これにより、財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する取引について、従来は総
額で収益を認識しておりましたが、代理人として純額で収益を認識する方法に変更しております。ま
た、有償支給に該当する取引について、従来は有償支給した原材料等について消滅を認識しておりまし
たが、買い戻す義務を負っている場合、当該原材料等の消滅を認識しない方法に変更しております。
　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱い
に従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事
業年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
　この結果、当事業年度の売上高は698,594千円減少、売上原価は698,594千円減少、営業利益、経常
利益及び税引前当期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金期首残高に与える影響はあり
ません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）
　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基
準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会
計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算
定会計基準等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用しております。
　これによる、計算書類に与える影響はありません。

－ 16 －
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建物 0千円
土地 10,028千円
　　　計 10,028千円
なお、これに対応する担保付債務はありません。

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 5,413,855千円

①　短期金銭債権 1,467千円
②　短期金銭債務 28,942千円

　　売上高 33,414千円
　　仕入高
　　販売費及び一般管理費

340,339千円
21,668千円

　　営業取引以外の取引高 17,546千円

株 式 の 種 類 当 事 業 年 度 期 首
株 式 数 ( 株 )

当 事 業 年 度 増 加
株 式 数 ( 株 )

当 事 業 年 度 減 少
株 式 数 ( 株 )

当 事 業 年 度 末
株 式 数 ( 株 )

普 通 株 式 240,234 － － 240,234

３．会計上の見積りに関する注記
繰延税金資産の回収可能性
⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額

繰延税金資産（純額）　288,984千円
⑵　計算書類利用者の理解に資するその他の情報

連結注記表に同一内容を記載しているため、注記を省略しております。

４．貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産

⑶　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

５．損益計算書に関する注記
　関係会社との取引高

６．株主資本等変動計算書に関する注記
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

－ 17 －
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繰延税金資産
賞与引当金 40,329
役員賞与引当金 1,468
法定福利費 6,191
退職給付引当金 56,474
役員退職慰労引当金 28,932
投資有価証券評価損 18,876
減損損失 101,810
貸倒引当金損金算入限度超過額 6,494
資産除去債務会計基準の適用に伴
う影響額 11,584

税務上の繰越欠損金 230,613
その他 16,908
小計 519,682
評価性引当額 △155,142

繰延税金資産合計 364,540
繰延税金負債

前払年金費用 △69,310
その他有価証券評価差額金 △2,203
その他 △4,042

繰延税金負債合計 △75,556
繰延税金資産の純額 288,984

７．税効果会計に関する注記
⑴ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳　 （単位：千円）

⑵ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因
となった主要な項目別の内訳
税引前当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

－ 18 －
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種類 会社等の名称
議決権等の所有
（被所有）割合

（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(千円) 科目 期末残高

(千円)

子会社 株式会社イン
タークレスト

所有
直接100

資金の援助
役員の兼任

資金の回収
（注） 66,666

１年内回収予定の関
係会社長期貸付金 66,666

関係会社長期貸付金 66,666

利息の受取
（注） 635 その他流動資産 18

　　（注） 株式会社インタークレストに対する資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しておりま
す。

⑴　１株当たり純資産額 2,782円25銭
⑵　１株当たり当期純損失（△） △8円92銭

８．関連当事者との取引に関する注記
　 子会社及び関連会社等

　　取引条件及び取引条件の決定方針等

9．収益認識に関する注記
　 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　　１．重要な会計方針に係る事項に関する注記「⑷ 収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

10．１株当たり情報に関する注記

11．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。

12．その他の注記
　該当事項はありません。

－ 19 －


